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一 般 財 団 法 人 弘 仁 会 定 款                

 

                     施行 平成２４年１０月１日  

                                          改正 令和４年４月１日  

 

第 1 章 総則  

（名称）    

第 1 条 この法人は、一般財団法人弘仁会と称する。  

 

（事務所）    

第 2 条 この法人は、主たる事務所を北海道札幌市に置く。  

 

   第 2 章 目的及び事業  

（目的）    

第 3 条 この法人は、北海道公立大学法人札幌医科大学の職員、学生等の福

利厚生の増進と医学の向上発展に寄与することを目的とする。  

 

（事業）  

第 4 条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を

行う。     

(1)  職員、患者、学生等の福利厚生  

(2)  患者の療養等に必要な便宜の供与  

(3)  医学研究の奨励及び助成  

(4)  職員等の研修に対する奨励及び助成  

(5)  その他目的を達成するために必要な事業  

 

   第 3 章 資産及び会計  

（資産の構成）  

第 5 条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。  

(1) 設立当初の財産目録に記載された資産  

(2) 寄附金品  

(3) 資産から生ずる収入  

(4) 事業に伴う収入  

(5) その他の収入  

 

（資産の種別）  

第 6 条 この法人の資産は、基本財産及び運用財産の 2 種類とする。  

2 この法人の目的である事業を行うために不可欠な財産として評議員会で

定めたものは、この法人の基本財産とする。  

3 運用財産は、基本財産以外の財産とする。  
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（資産の管理）  

第 7 条 この法人の資産は、理事会の決議に基づいて理事長が管理する。  

 

（基本財産の処分）  

第 8 条 基本財産は、この法人の目的を達成するために善良な管理者の注意

をもって管理しなければならず、基本財産の一部を処分しようとするとき

及び基本財産から除外しようとするときは、あらかじめ理事会及び評議員

会の承認を要する。  

 

（事業年度）    

第 9 条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終

わる。  

 

（事業計画及び収支予算）  

第 10 条 この法人の事業計画書及び収支予算書については、毎事業年度開始

の日の前日までに、理事長が作成し、理事会の決議を経て、評議員会の承

認を受けなければならない。これを変更する場合も、同様とする。  

2 前項の書類については、主たる事務所に当該事業年度が終了するまでの間

備え置くものとする。  

 

（長期借入金）  

第 11 条 この法人が資金を借入れしようとするときは、その事業年度の収入

をもって償還する短期借入金を除き、理事会の決議を経なければならな

い。  

 

（事業報告及び決算）  

第 12 条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、理事

長が次の書類を作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けな

ければならない。  

 (1) 事業報告  

 (2) 事業報告の附属明細書  

 (3) 貸借対照表  

 (4) 損益計算書（正味財産増減計算書）  

(5) 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書  

 (6) 財産目録  

2 前項の承認を受けた書類については、定時評議員会に提出し、第１号及び

第 2 号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類については承認

を受けなければならない。  

3 第１項の書類のほか、監査報告を主たる事務所に５年間備え置くととも

に、定款を常に主たる事務所に備え置くものとする。  

4 この法人は、定時評議員会の終結後遅滞なく、法令の定めるところにより、
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貸借対照表を公告するものとする。  

 

   第 4 章 評議員  

（評議員の定数）  

第 13 条 この法人に評議員６名以上１０名以内を置く。  

（評議員の選任及び解任）    

第 14 条 評議員の選任及び解任は、一般社団法人及び一般財団法人に関する

法律（以下「一般法人法」という。）第 179 条から第 195 条の規定に従い、

評議員会において行う。  

2 評議員は、この法人の理事、監事又は使用人を兼ねることができない。  

 

（評議員の任期）  

第 15 条 評議員の任期は、選任後 4 年以内に終了する事業年度のうち最終の

ものに関する定時評議員会の終結の時までとする。ただし、再任は妨げな

い。  

2 任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、

退任した評議員の任期の満了する時までとする。  

3 評議員は、第 13 条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は

辞任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議

員としての権利義務を有する。  

 

（評議員に対する報酬等）  

第 16 条 評議員は、無報酬とする。  

2 評議員には、その職務を行うために要する費用を弁償することができる。 

3 前項に関し必要な事項は、評議員会が別に定める。  

 

   第 5 章 評議員会  

（構成）  

第 17 条 評議員会は、すべての評議員をもって構成する。  

（権限）  

第 18 条 評議員会は、次の事項について決議する。  

 (1) 理事及び監事の選任及び解任  

 (2) 理事及び監事の報酬等の額  

 (3) 評議員、理事及び監事に対する費用弁償の支給の基準  

 (4) 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）並びにこれらの附

属明細書の承認  

 (5) 定款の変更  

  (6) 残余財産の処分  

 (7) 基本財産の処分又は除外の承認  

(8) その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた
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事項  

 

（開催）  

第 19 条 評議員会は、定時評議員会として毎事業年度の終了後３か月以内に

開催するほか、必要がある場合に開催する。  

 

（招集）  

第 20 条 評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に

基づき理事長が招集する。  

2 評議員は、理事長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示

して、評議員会の招集を請求することができる。  

3 前項による請求があったときは、理事長は遅滞なく評議員会を招集しなけ

ればならない。  

 

（議長）  

第 21 条 評議員会の議長は、評議員の互選によりあらかじめ定め、その評議

員がこれに当たる。  

 

（決議）  

第 22 条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を

除く評議員の過半数が出席し、その過半数をもって行う。  

2 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有

する評議員を除く評議員の 3 分の 2 以上に当たる多数をもって行わなけれ

ばならない。  

(1) 監事の解任  

(2) 定款の変更  

(3) 基本財産の処分又は除外の承認  

(4) その他法令で定められた事項  

3 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに第 1

項の決議を行わなければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第 26

条に定める定数を上回る場合には、過半数の賛成を得た候補者の中から得

票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することとする。  

 

（決議の省略）  

第 23 条 理事が評議員会の目的である事項について提案した場合において、

当該提案について議決に加わることのできる評議員の全員が書面又は電

磁的記録により同意の意思を表示したときは、当該提案を可決する旨の評

議員会の決議があったものとみなす。  

 

（議事録）  

第 24 条 評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を
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作成する。  

2 前項の議事録には、議長及び会議に出席した評議員のうちから選出された

議事録署名人２名がこれに記名押印しなければならない。  

 

（評議員会規則）  

第 25 条 評議員会の運営については、法令又はこの定款に定めるもののほ

か、評議員会が別に定めるものとする。  

 

   第 6 章 役員  

（役員の設置）  

第 26 条 この法人に、次の役員を置く。  

(1) 理事 ５名以上９名以内  

(2) 監事 ２名以内  

2 理事のうち 1 名を理事長とし、理事の中から常務理事１名を置くことがで  

きる。  

3  前項の理事長をもって一般法人法上の代表理事とし、常務理事をもって同

法第 197 条で準用する第 91 条第１項第２号の業務執行理事とする。  

 

（役員の選任）  

第 27 条 理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。  

2 理事長及び常務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。  

3 各理事について、理事及びその理事の親族等である理事の合計数は、理事

の総数の 3 分の 1 以下でなければならない。  

4 監事は、この法人の理事又は使用人を兼ねることができない。  

 

（理事の職務及び権限）  

第 28 条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、

職務を執行する。  

2 理事長は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、

その業務を執行し、常務理事は、理事長を補佐し、理事会において別に定

めるところにより、この法人の業務を分担執行する。  

3 理事長及び常務理事は、毎事業年度に 4 箇月を超える間隔で 2 回以上、自

己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。  

 

（監事の職務及び権限）  

第 29 条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、

監査報告を作成する。  

2 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人

の業務及び財産の状況の調査をすることができる。  

 

（役員の任期）  



- 6 - 

第 30 条 理事の任期は、選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち最終のも

のに関する定時評議員会の終結の時までとする。ただし、再任は妨げない。 

2 監事の任期は、選任後 4 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関

する定時評議員会の終結の時までとする。ただし、再任は妨げない。  

3 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時

までとする。  

4 理事又は監事は、第 26 条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満

了又は辞任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、な

お理事又は監事としての権利義務を有する。  

 

（役員の解任）  

第 31 条 理事又は監事が、次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議

によって解任することができる。  

(1) 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。  

(2) 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないと

き。  

 

（役員の報酬等）  

第 32 条 理事及び監事に対して、評議員会において別に定める総額の範囲内

で、評議員会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額

を報酬等として支給することができる。  

2 理事及び監事には、その職務を行うために要する費用を弁償することがで

きる。  

3 前２項に関し必要な事項は、評議員会が別に定める。  

 

（競業及び利益相反取引の制限）  

第 33 条 理事は、次の各号に掲げる場合には、理事会において、その取引に

つき重要な事実を開示し、その承認を受けなければならない。  

(1) 自己又は第三者のためにこの法人の事業の部類に属する取引をしよ

うとするとき。  

(2) 自己又は第三者のためにこの法人と取引をしようとするとき。  

(3) この法人が理事の債務を保証することその他理事以外の者との間にお

いてこの法人とその理事との利益が相反する取引をしようとするとき。 

2 前項各号に掲げる取引をした理事は、その取引後、遅滞なく、その取引に

ついての重要な事実を理事会に報告しなければならない。  

 

（損害賠償責任の免除）  

第 34 条 この法人は、役員の一般法人法第 198 条において準用する第 111

条第１項の損害賠償責任について、法令に定める要件に該当する場合に

は、理事会の決議によって、賠償責任額から法令に定める最低責任限度額

を控除して得た額を限度として、免除することができる。  
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   第 7 章 理事会  

（構成）  

第 35 条 理事会は、すべての理事をもって構成する。  

 

（権限）  

第 36 条 理事会は、次の職務を行う。  

 (1) この法人の業務執行の決定       

 (2) 理事の職務の執行の監督  

 (3) 理事長及び常務理事の選定及び解職  

 (4) その他法令及びこの定款に定められた事項  

 

（開催）  

第 37 条 理事会は、定例理事会として毎事業年度３回開催するほか、必要が

ある場合に開催する。  

 

（招集）  

第 38 条 理事会は、理事長が招集する。  

2 理事長が欠けたとき又は理事長に事故があるときは、常務理事が、常務理

事が置かれていない場合は  理事長があらかじめ指定した理事が理事会を

招集する。  

 

（議長）  

第 39 条 理事会の議長は、理事長がこれに当たる。ただし、理事長に事故が

あるときは、あらかじめ理事会の定める順序により、他の理事がこれに当

たる。  

 

（決議）  

第 40 条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く

理事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。  

2  前項の規定にかかわらず、理事が理事会の決議の目的である事項につい

て提案した場合において、当該提案について議決に加わることのできる理

事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思を表示したときは、当該

提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。ただし、監亊が

異議を述べたときはその限りではない。  

 

（議事録）  

第 41 条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作

成する。  

2 前項の議事録には、理事長及び監事がこれに記名押印しなければならな

い。  
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（理事会規則）  

第 42 条 理事会の運営に関し必要な事項は、法令及びこの定款に定めるもの

のほか、理事会が別に定めるものとする。  

 

   第 8 章 定款の変更及び解散  

（定款の変更）  

第 43 条 この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。  

2 前項の規定は、この定款の第 3 条、第 4 条及び第 14 条についても適用す

る。  

 

（解散）  

第 44 条 この法人は、基本財産の滅失によるこの法人の目的である事業の成

功の不能その他法令で定められた事由によって解散する。  

 

（残余財産の帰属）  

第 45 条 この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の

決議を経て、地方独立行政法人法第 2 条第 1 項に規定する地方独立行政法

人たる北海道公立大学法人札幌医科大学に寄附するものとする。  

 

   第 9 章 事務局  

（事務局）  

第 46 条 この法人の業務を処理するため事務局を置き、必要な職員を置く。 

2 重要な職員は、理事会の承認を得て理事長が任免し、その他の職員は理事

長が任免する。  

3 職員は、有給とすることができる。  

4 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議を得て、理事長

が別に定める。  

  

   第 10 章 補則  

（剰余金の分配の禁止）  

第 47 条 この法人は、剰余金の分配を行うことができない。  

 

（公告の方法）    

第 48 条 この法人の公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する

方法により行う。  

（委任）  

第 49 条 この定款に定めるもののほか、この法人の運営に関し必要な事項

は、理事会の決議を経て、別に定める。  
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   附 則  

1 この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法

人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備

等に関する法律第 121 条第 1 項において読み替えて準用する同法第 106 条

第 1 項に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。  

 

2  一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益

財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する

法律第 121 条第 1 項において読み替えて準用する同法第 106 条第 1 項に定

める特例民法法人の解散の登記と、一般法人の設立の登記を行ったとき

は、第 9 条の規定にかかわらず、解散の登記の日の前日を事業年度の末日

とし、設立の登記の日を事業年度の開始日とする。  

 

3 この法人の最初の理事長は橋野  茂、常務理事は佐藤忠明とする。  

 

改正 令和４年３月２５日一部改正（令和４年４月１日から施行）  

        第２６条第２項一部改正、第３８条第２項一部改正  



一般財団法人弘仁会役員名簿

令和6年7月1日現在

役 職 名 氏 名

理 事 長 小野田　弘　義

理 事 真　鍋　雅　信

〃 川　瀬　　　進

〃 石　井　邦　典

〃 加　来　光　輝

〃 中　上　修　司

監 事 佐々木　義　秀

〃 黒　澤　政　之



令和５年度 事業報告
（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

当財団は、非営利型の一般財団法人として、

① 公益事業を通じた、患者等病院利用者へのアメニティーの充実、職員・

学生等への医学研究の支援

② 職員、学生等の日常生活に必要な商品、サービスの提供

③ 患者等病院利用者の療養や生活に必要な商品、サービスの提供

などの事業を通じ、職員、学生等の快適な学内・院内生活の向上を図ることに

より、本会の目的であります「札幌医科大学の職員、学生等の福利厚生の増進

と医学の向上発展」に寄与しております。

令和５年度における事業等の状況は、次のとおりです。

１ 公益事業

「公益目的支出計画」を基本として、札幌医科大学からの要望を踏まえ、

例年、院内アメニティー事業及び札幌医科大学「医の知」への支援寄附事業

を実施しておりましたが、収益の確保が難しい状況が続いていることから、

令和３年度は一時的に事業を停止、令和４年度は事業を「医の知」への支援

寄附に限定して実施し、令和５年度については、「医の知」への支援寄附を

実施（５００千円）するとともに、札医大病院から強い要望のあった病院案内

ビデオの制作を院内アメニティー事業として実施（１，１５０千円）いたしまし

た。

２ 収益事業

職員、学生等の福利厚生及び患者等病院利用者の快適な院内生活を支援す

るため、売店や床頭台システムなどの円滑な管理運営に努めております。

これらの収益事業は、比較的安定した展開が図られ概ね順調に推移してき

ておりましたが、令和２年からの新型コロナウイルス感染症の拡大及び札医

大病院における感染症拡大防止措置、病院改修工事等に伴い、外来患者や入

院患者等が大幅に減少し、その影響により令和２年度から令和４年度まで収

益が大幅に減少いたしました。

令和５年度においては、新型コロナウイルス感染症について感染法上の位

置付けがインフルエンザと同じ「５類」に分類されるなど、その影響は小さ

くなりましたが、病院による感染症拡大防止措置や病院改修工事が続けられ



ていることから、引き続き厳しい状況となっております。

大学キャンパス整備に関しましては、平成２４年３月に策定された「札幌

医科大学施設整備構想」に基づき、これまで整備が進められ、令和４年１１

月には駐車場等の外構工事が終了し、新キャンパスとして機能し始めました

が、令和５年には教育研究棟と附属病院との間に「多様なアクティビティを

受け入れる緑豊かな憩いの共通空間」となる新キャンパス広場が整備され、

広場の名称が公募により「ラテス」と名付けられるなど、より大学らしいキ

ャンパスとなって参りました。

また、病院改修工事については、北病棟（５階～３階）の工事が令和５年

２月に終了し、３月から供用が開始され、また、南病棟（７階～５階）の工

事が令和５年１０月に終了し、１１月から供用が開始されております。

令和５年の秋から工事が行われていた北病棟（１１階～８階）も令和６年

６月には工事が終了し、逐次共用が開始される予定であり、令和元年から本

格的に行われてきた病院改修工事が終了し、約６年ぶりに全ての病棟が稼働

することとなります。

売 店

◆ ファミリーマート全般

売店は平成１９年からの１０年間のフランチャイズ契約が終了した平成

２９年１０月に１０年契約を更新し、ファミリーマートとなってから１７

年目を迎えました。

これまで売店事業は概ね順調に推移して参りましたが、令和２年からの

新型コロナウイルス感染症の拡大や病院改修工事等により、令和２年度か

ら令和４年度まで大幅な売上減少となり、令和５年度についても同様に厳

しい状況となっております。

令和５年度は従来の営業方針も踏まえて、ファミリーマート本部との緊

密な連携のもと、

・ ニーズの高い商品の発掘・提供と充実した品揃え

・ 割引シールを活用した廃棄ロスの削減

・ 積極的かつ効果的な広報活動の展開

・ 店舗スペースを有効活用した地場産品等の販売

などに重点的に取り組んだほか、新鮮な有機野菜や果物の販売、土用の丑

の日や節分等の季節イベントの積極的な展開、商品陳列の工夫などの対策

を行って参りました。

その結果、令和５年度のファミリーマート全体の売上は２９３，６３９千円（対

前年１４，３６３千円、５．１%の増）で、旗艦店である病院店の売上は２３８，７４６千

円（対前年５，７６２千円、２．５%の増）、利用者数は４３７，３１５人（対前年２，９７２

人、０．７%の増）となり、売上、利用者数とも昨年度よりは若干回復いた



しましたが、新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年度と比べるとマ

イナスの状況にあります。

新型コロナウイルス感染症については、影響は小さくなっているものの、

病院による感染防止措置は今後も続くものと考えられることや、病院改修

工事が令和６年度前半まで続いていることから、厳しい状況は続くものと

見込んでおり、今後もこれまでの取組みを着実に取り進め、職員、学生、

患者さんたちのニーズ等をとらえ、引き続き安心して利用していただける

よう取り組んで参ります。

◆ 大学サテライト店

大学サテライト店につきましては、令和３年５月末に新店舗を教育研究

施設の２階学生ホールに開店して以来、認知度も高まり、売上は順調に推

移してきており、令和５年度の売上は４３，００５千円（対前年６，２５２千円、

１７．０％の増）で、利用者数は１３３，１５３人（対前年１６，５４６人、１４．２%の増）
となり、令和４年度に引き続き、大きく売上を伸ばしております。

令和６年度も店舗前が学生ホールという恵まれた環境を活かし、学生や

職員に喜ばれる充実した商品の提供に努めて参ります。

◆ 病院サテライト店

病院サテライト店につきましては、店舗前の供用休憩所の効果もあり、

これまで順調に売上を伸ばしてきておりましたが、令和２年度に新型コロ

ナウイルス感染症の拡大防止措置として供用休憩所の座席数が半分以下に

抑制されたことなどにより、新型コロナウィルス感染症拡大前の令和元年

度と比べ、令和２年度及び令和３年度は約６割の売上に止まり、令和４年

度は約８割の売上に回復して参りました。

そのような中、令和５年度については、売上は１１，８８８千円（対前年

２，３４９円、２４．６％の増）で、利用者数は３５，２９８人（対前年４８１人、１．４%の
増）となっており、昼食時には供用休憩所前に空席待ちの列ができるなど、

一定程度回復してきております。

令和６年度も引き続き新型コロナウイルス感染症対策措置や前半期の病

院改修工事の影響が懸念されますが、来店されるお客様には気持ち良く利

用していただけるよう、今後とも取り組んで参ります。

◆ 財団の独自事業

独自事業のうち主力となる弁当は、大学（教育研究棟１階）及び附属病

院２階の２カ所で販売しております。競合店の増加や弁当離れといった食

習慣の変化などの様々な要因により平成３０年度から売上は減少しており

ましたが、これらの要因に加え、新型コロナウイルス感染症の拡大や病院

改修工事により利用客が減少したことなどのため、令和２年度以降売上は

更に大きく減少してきておりました。



このため、クオカード等との引換といったポイントサービスのほか、味

に定評のある新規事業者の弁当や有機野菜を使用したサラダの販売等の売

上向上策や、仕入数の工夫による廃棄弁当数の削減等の経費削減にも取り

組んで参りました。

令和５年度はこうした取組に加え、新型コロナウイルス感染症の影響が

少なくなったことなどから、売上は８，７５８千円（対前年１，３５４千円、１８．３％

の増）と、久しぶりに対前年度プラスとなっております。

しかしながら、仕入費等の経費や人件費を加味しますと、事業単体では

毎年１００万円を超す赤字となっていることから、令和６年度においては

赤字の主な要因となっている大学での販売を中止し、病院２階での販売に

集約し効率化を図るとともに、電子マネーを使うことのできるマルチ決済

端末を導入し、売上の伸長や利便性の向上を図って参ります。

床頭台システム

ＴＶカードの売上は、テレビ離れやスマホ、タブレットによるインター

ネットの利用増といった構造的な要因のほか、新型コロナウイルス感染症

の拡大や病棟改修工事等の外的な要因が加わったこと、さらには有料病床

の増加により、平成２８年度から連続して対前年度比がマイナスとなって

おります。

令和５年度については、病院改修工事は行われているものの、新型コロ

ナウィルス感染症の影響が少なくなっていくものと考えられたことから、

若干の売上増を見込んでおりましたが、構造的な要因の影響は根強く、売

上は２４，９５８千円（対前年５，０００千円、１６．７%の減）となっております。
令和６年度中に病院改修工事は終了いたしますが、今後も構造的な要因

の影響は続くものと見込まれることから、改善策としてＴＶカード１枚あ

たりの利用度数の改定や、一日あたりの使用料金を固定とする日額方式の

導入等を検討しております。

また、床頭台受託収入については、令和５年１１月から南病棟（７階～

５階）の有料病床５床が委託に加えられたことにより、売上は１１，９３９千円

（対前年１，６６６千円、１６．２%の増）となっております。
床頭台事業は令和６年度も引き続き厳しい状況が見込まれますが、大学

における売店契約方法の見直しが検討されている中で、病院にとって不可

欠な床頭台事業の運営を担っていくことは売店事業受注に大きな力となる

ものと考えており、今後とも、医大の意向をしっかりと確認しながら適切

に対応して参ります。



コインランドリー

ランドリーの令和５年度の売上は３，１７７千円（対前年３５１千円、９．９%の減）
となっており、入院日数の短縮や新型コロナ感染症による入院患者数の落ち

込み、病院改修工事等による病棟の閉鎖等により、低迷が続いていると考え

ております。

また、機器については日々の清掃に加え、２か月に一度の洗濯槽クリーニ

ングを行うなど、気持ち良く利用していただくよう務めて参ります。

その他サービス

◆ 飲料等自動販売機

飲料等自動販売機については、新型コロナウイルス感染症拡大による病

棟閉鎖、病院改修工事、更には自販機事業者からの諸経費高騰に伴う販売

手数料の引き下げにより、年々売上が減少してきておりました。

令和５年度は新型コロナ感染症や工事の影響がより少なく、販売自体が

好調だったことに加え、大手自販機事業者が売上好調により販売手数料を

元に戻したことにより、売上は１０，７８８千円（対前年１，４６６千円、１５．７％の

増）と、前年度を大きく上回っております。

令和６年度は６月に病院改修工事が終了し、閉鎖される病棟が無くなる

ため、一層の売上伸張を見込んでおりますが、引き続き新型機等の導入促

進や取扱商品を市販価格よりも安く販売するなど、利用者へのサービス向

上に努めて参ります。

◆ 札幌医科大学事務局払出業務（物品コンビニ）

令和３年１０月から、大学の物品購入事務の効率化及び利便性の向上を

図ることを目的として、これまで大学事務局管財課で行っていた事務用品

等の物品の払出業務が財団に委託され、令和５年度の売上は３５７千円（対

前年１５千円、４．４％の増）となっております。

令和６年度は委託開始から４年目となることから、スムーズな注文引き

受けや迅速な物品引き渡しに努めるなど、サービスの充実を図り、大学に

おける売店契約方法の見直しに当たってのアピールポイントとなるよう取

り組んで参ります。

◆ その他

その他、職員、学生、患者等病院利用者への各種サービス提供の一環と

して、次のような事業に取り組んで参りました。

・公共料金等の代行収納

・公衆電話の管理



・収入証紙等の売捌き、電報、自動車学校、チケット等の取次ぎ等

３ 役員会等に関する事項

評議員会

○令和５年度第１回評議員会（定時） 令和５年６月１５日

＜審議事項＞

（１）令和４年度決算について

（２）理事及び監事の選任について

＜報告事項＞

（１）令和４年度事業報告について

（２）令和４年度公益目的支出計画実施報告書について

（３）令和４年度監査結果について

○令和５年度第２回評議員会（臨時） 令和６年３月２７日

＜審議事項＞

（１）令和６年度事業計画書について

（２）令和６年度収支予算書について

（３）理事の選任について

（４）常勤理事の報酬に係る支給基準の改定について

理事会

○令和５年度第１回理事会（定例） 令和５年５月２４日

＜審議事項＞

（１）令和４年度事業報告について

（２）令和４年度決算について

（３）令和４年度公益目的支出計画実施報告書について

（４）理事及び監事の推薦について

（５）評議員会の招集について

＜報告事項＞

（１）令和４年度監査報告について

（２）令和４年度公益目的支出計画実施報告書に関する

監査報告について

○令和５年度第２回理事会（書面開催）

決議があったものとみなされる日について 令和５年６月１５日



＜審議事項＞

（１）理事長の選定について

○令和５年度第３回理事会（定例） 令和５年１１月３０日

＜報告事項＞

（１）令和５年度上期事業執行状況報告について

（２）令和５年度上期決算報告について

（３）売店等に係る契約方法の見直し時期に対する大学への要望について

（４）売店プロポーザルに向けた対応について

（５）財団ホームページの開設等について

○令和５年度第４回理事会（定例） 令和６年３月１９日

＜審議事項＞

（１）令和６年度事業計画書について

（２）令和６年度収支予算書について

（３）評議員会の招集について

（４）理事の推薦について

（５）常務理事の設置について

○令和５年度第５回理事会（書面開催）

決議があったものとみなされる日について 令和６年３月２７日

＜審議事項＞

（１）常務理事の選定について

その他の会議等

○令和４年度監査 令和５年５月１６日

４ 収支及び財産の状況

収支の状況

令和５年度の正味財産増減の状況について、経常収益は雑収益等約１，１０７

千円を含め、３６７，８１７千円（対前年１３，８１２千円、３．９％の増）、経常費用は
３７７，３１１千円（対前年１３，０４０千円、３．６%の増）、差引当期一般正味財産増減
額は９，４９５千円のマイナス（対前年７７２千円のマイナス額の縮小）となってお

ります。
このうち、経常収益に関しては、収益事業の根幹である売店事業について、

令和４年度に比べ、新型コロナウイルス感染症の影響が少なく、特に大学サ

テライト店や病院サテライト店における売上はそれぞれ１７％、２５％の高い伸



びとなっており、弁当等を含めた売店全体では４．５%の増となっています。
その他の事業につきましては、床頭台受託事業やランドリー事業がマイナス

となっているものの、自動販売機の売上が好調だったその他サービス事業の
伸びにより１．０%の増となっています。
経常費用に関し、事業費について、大きな増減項目としては、売上増等に

伴い商品仕入費が１０，２５３千円の増、販売費はこれまで計上していた求人広告
費を新設した広告宣伝費に、ファミリーマートに支払う電子決済手数料を新

設した管理諸費にそれぞれ移行したことにより、増加となるところ９４０千円

のマイナスとなっております。
また、床頭台システム費は売上の減少に加え、精算返戻金をあらかじめ控

除するという会計処理の変更により４，６５４千円の減、新設した広告宣伝費は

ホームページの開設・運営経費や、これまで販売費に計上していた求人広告

費等を計上し１，１４２千円、同じく新設した管理諸費は売店の電子決済手数料

等を計上し３，３９４千円、給料手当は販売課職員が１名欠員だったため３，７８０千

円の減、賃金は最低賃金の改正等により４，０８６千円の増、減価償却費は供用

開始された病棟の床頭台がリースされたことに伴い２，６７１千円の増などとな

っており、全体では１５，０５１千円の増（４．４%の増）となっています。

また管理費に関しては、役員報酬について４年度は５月まで常勤役員が２

名体制だったため６４９千円の減、給料手当について管理課職員の急な退職に

より１名減の体制が２ヶ月続いたため４９２千円の減、賃金について再雇用者
の退職により５５７千円の減、これらにより法定福利費が１２６千円の減などとな

っており、全体で２，０１１千円の減（９．０%の減）となっています。

財産の状況

令和６年３月末現在の財産は、流動資産と固定資産を合わせた資産合計が

２１５，９８１千円（対前年１０，６８４千円の増）、流動負債と固定負債を合わせた負

債合計が１０５，７３７千円（対前年２０，２２０千円の増）となっております。
大きな変動項目といたしましては、各事業の売上減少や経費の増により資

産の部の現金及び普通預金資産がそれぞれ１，２３１千円、２，５５１千円の減、床頭

台システムの更新により資産の部のリース資産及び負債の部のリース債務が
それぞれ１５，６１４千円の増等となっています。

５ その他

職員研修

全国公益法人協会が実施する各種講習会への参加、店長会議への参加、新
人スタッフに対する接客の基本やレジ操作等のトレーニング（随時）を行っ

ており、新人スタッフには採用時研修や採用後研修も実施するなど、更なる



資質向上に努めております。

また、弘仁会中堅スタッフへの登用やファミリーマート資格の取得を積極

的に奨励することにより、多くのスタッフが資格の新規取得や上位資格へチ

ャレンジして資格を取得しており、スタッフの資質向上が着実に進んでおり

ます。

こうした意欲をさらに育てるとともに、やる気に見合った処遇によりスタ

ッフの努力が報われる仕組みを導入し、長く安心して働ける職場環境づくり

を進めて参ります。

※ 附属明細書

特に記載すべき重要事項はありません。



貸 　借 　対　 照　 表 
令和6年3月31日現在

円 円 円

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

 現金 6,858,265 8,088,937 △ 1,230,672 
 普通預金 23,802,956 26,353,493 △ 2,550,537 
 定期預金 11,555,326 11,555,313 13 
 売掛金 2,546,507 1,702,539 843,968 
 仮払金 10,418,662 11,091,632 △ 672,970 
 前払費用
 商品 14,064,326 14,450,803 △ 386,477 
 未収入金 3,525,452 3,361,759 163,693 
 証紙等仮払金 2,984,308 3,398,097 △ 413,789 
 貸倒引当金 △ 60,719 △ 51,654 △ 9,065 

流動資産合計 75,695,083 79,950,919 △ 4,255,836 
2 固定資産
(1) 基本財産

  基本財産 45,000,000 45,000,000 
基本財産合計 45,000,000 45,000,000 

(2) 特定資産
 退職給付引当資産 8,860,220 8,184,090 676,130 
 特別修繕引当資産 10,000,000 10,000,000 

特定資産合計 18,860,220 18,184,090 676,130 
(3) その他の固定資産

 工具器具備品 2 2 
 建物付属設備 7,843,646 8,601,684 △ 758,038 
 リース資産 67,928,647 52,314,490 15,614,157 
 長期前払費用 580,570 1,172,838 △ 592,268 
 電話加入権 70,000 70,000 
 出資金 3,000 3,000 

その他固定資産合計 76,425,865 62,162,014 14,263,851 
(4) 繰延資産

 加盟金
繰延資産合計
固定資産合計 140,286,085 125,346,104 14,939,981 
資産合計 215,981,168 205,297,023 10,684,145 

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

 買掛金 2,506,562 1,212,175 1,294,387 
 預り金 1,689,726 2,876,653 △ 1,186,927 
 未払金 13,134,470 10,773,334 2,361,136 
 仮受金 1,591 7,176 △ 5,585 
 未払消費税等 1,545,700 79,000 1,466,700 
 未払法人税等 70,000 70,000 

流動負債合計 18,948,049 15,018,338 3,929,711 
2 固定負債

 退職給付引当金 8,860,220 8,184,090 676,130 
 特別修繕引当金 10,000,000 10,000,000 
 リース債務 67,928,647 52,314,490 15,614,157 

固定負債合計 86,788,867 70,498,580 16,290,287 
負債合計 105,736,916 85,516,918 20,219,998 

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産

指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)

2 一般正味財産 110,244,252 119,780,105 △ 9,535,853 
正味財産合計 110,244,252 119,780,105 △ 9,535,853 
(うち基本財産への充当額) 45,000,000 45,000,000 
(うち特定資産への充当額)
負債及び正味財産合計 215,981,168 205,297,023 10,684,145 

勘定科目 増　　減前年度当年度



正味財産増減計算書
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

円 円 円

Ⅰ 一般正味財産の部
1 経常増減の部
(1)  経常収益
① 基本財産運用益

 基本財産受取利息 1,097 1,097 
② 特定資産運用益

 特定資産受取利息 347 409 △ 62 
③ 事業収益

 売店事業収益 309,429,054 296,216,572 13,212,482 
 床頭台システム事業収益 24,958,338 29,957,667 △ 4,999,329 
 床頭台システム受託事業収益 11,938,599 10,273,382 1,665,217 
 ランドリー事業収益 3,176,664 3,527,882 △ 351,218 
 その他サービス事業収益 16,847,972 12,606,359 4,241,613 
 払出物品受託事業収益 357,583 342,279 15,304 

④ 雑収益
 受取利息収益 109,240 93,857 15,383 
 雑収益 997,652 979,987 17,665 
 貸倒引当金戻入益 4,840 △ 4,840 
経常収益計 367,816,546 354,004,331 13,812,215 

(2) 経常費用
① 事業費

  医学研究奨励助成事業
  院内アメニティー事業 1,150,000 1,150,000 
 寄附事業 500,000 1,500,000 △ 1,000,000 
 期首棚卸高 14,450,803 12,340,230 2,110,573 
 商品仕入費 199,358,607 189,105,465 10,253,142 
 床頭台システム費 4,551,896 9,205,774 △ 4,653,878 
 期末棚卸高 △ 14,064,326 △ 14,450,803 386,477 
 広告宣伝費 1,141,946 1,141,946 
 販売費 38,170,795 39,110,967 △ 940,172 
 退職給付費用
 役員報酬 2,366 2,700 △ 334 
 給料手当 20,930,052 24,709,935 △ 3,779,883 
 賃金 38,448,891 34,362,658 4,086,233 
 法定福利費 5,903,471 5,926,437 △ 22,966 
 厚生費 5,148,626 5,519,471 △ 370,845 
 通信交通費 604,320 530,635 73,685 
 修繕費 266,564 363,950 △ 97,386 
 事務用消耗品費 826,381 873,123 △ 46,742 
 管理諸費 3,394,163 3,394,163 
 図書印刷費 104,376 10,200 94,176 
 保険料 68,350 66,450 1,900 
 地代家賃賃借料 4,071,150 4,586,065 △ 514,915 
 施設使用加算料金 13,516,840 13,095,382 421,458 
 租税公課 70,000 70,000 
 寄付金 66,903 67,211 △ 308 
 備品消耗品費 505,250 342,822 162,428 
 減価償却費 17,037,253 14,366,077 2,671,176 
 貸倒償却費 9,065 9,065 
 雑費 718,364 196,050 522,314 

前年度 (B)当年度 (A)勘定科目 増減 (A)-(B)



円 円 円

前年度 (B)当年度 (A)勘定科目 増減 (A)-(B)

② 管理費
 退職給付費用 676,130 893,410 △ 217,280 
 広告宣伝費 35,000 35,000 
 役員報酬 4,597,634 5,247,100 △ 649,466 
 給料手当 6,069,640 6,561,364 △ 491,724 
 賃金 2,194,603 2,751,150 △ 556,547 
 法定福利費 1,734,725 1,861,177 △ 126,452 
 厚生費 1,226,443 1,256,244 △ 29,801 
 通信交通費 441,346 440,639 707 
 修繕費
 事務用消耗品費 90,838 100,900 △ 10,062 
 管理諸費
 図書印刷費 2,400 1,200 1,200 
 会議費 15,031 13,913 1,118 
 保険料 70,000 70,000 
 地代家賃賃借料 1,507,330 1,346,283 161,047 
 施設使用加算料金 538,914 577,937 △ 39,023 
 租税公課 221,803 267,124 △ 45,321 
 備品消耗品費
 交際費 3,839 5,000 △ 1,161 
 減価償却費
 特別修繕引当費
 雑費 933,294 976,732 △ 43,438 
経常費用計 377,311,076 364,270,972 13,040,104 
当期経常増減額 △ 9,494,530 △ 10,266,641 772,111 

2 経常外増減の部
(1) 経常外収益

  特別修繕積立金取崩額
 経常外収益計

(2) 経常外費用
① 固定資産除却損

 建物付属設備除却損
② 雑損失

  雑損失 41,323 2,817 38,506 
  経常外費用計 41,323 2,817 38,506 
 当期経常外増減額 △ 41,323 △ 2,817 △ 38,506 
  他会計振替額
 当期一般正味財産増減額 △ 9,535,853 △ 10,269,458 733,605 
  一般正味財産期首残高 119,780,105 130,049,563 △ 10,269,458 
  一般正味財産期末残高 110,244,252 119,780,105 △ 9,535,853 

Ⅱ 指定正味財産増減の部
 当期指定正味財産増減額
  指定正味財産期首残高
  指定正味財産期末残高

Ⅲ 正味財産期末残高 110,244,252 119,780,105 △ 9,535,853 



議案第１号

令和６年度 事業計画書

本会は、非営利型の一般財団法人として、

① 公益事業を通じた、患者等病院利用者へのアメニティーの充実、職員・

学生等への医学研究の支援

② 職員、学生等の日常生活に必要な商品、サービスの提供

③ 患者等病院利用者の療養や生活に必要な商品、サービスの提供

などの事業を通じ、職員、学生等の快適な学内･院内生活の向上を図ることに

より、本会の目的であります「札幌医科大学の職員、学生等の福利厚生の増進

と医学の向上発展」に寄与しております。

売店をはじめとした収益事業は、多少の上下はあるものの令和元年度まで比

較的安定した事業展開が図られ、財団経営は概ね順調に推移してきておりまし

たが、令和２年からの新型コロナウイルス感染症の拡大及び札医大病院におけ

る感染拡大防止措置、病院改修工事等に伴い、外来患者や入院患者等が大幅に

減少し、その影響により令和２年度から令和４年度まで収益が大幅に減少、令

和５年度についても厳しい状況が見込まれております。

新型コロナウイルス感染症については、令和５年５月に感染症法上の位置付

けが季節性インフルエンザと同じ「５類」に分類されるなど、その影響は小さ

くなりましたが、病院による感染拡大防止措置は現在も続いていることや、病

院改修工事が令和６年夏までは続くことから、令和６年度の財団の各収益事業

に関しても、前半は厳しい状況となるものと考えております。

しかしながら、こうした状況の中にあっても、お客様のニーズを的確に捉え

た魅力ある商品の発掘、販促イベントの活用や積極的な広報活動、お客様本位

のサービスの提供等に努め、職員、学生等の福利厚生の増進等に取り組んで参

ります。

また、大学におきましては、これまでキャンパス整備が進められてきました

が、昨年、教育研究棟と附属病院との間に「多様なアクティビティを受け入れ

る緑豊かな憩いの共通空間」となる新キャンパス広場が整備され、広場の名称

が公募により「らてす」と名付けられるなど、大学らしいキャンパスの雰囲気

となって参りました。

さらに、附属病院既存棟改修工事については、北病棟（５階～３階）の工事

が令和６年２月に終了し、供用が開始されており、現在は北病棟（１１階～８

階）の改修工事が行われております。この工事については、令和６年８月に終

了する予定であり、令和元年から本格的に行われてきた病棟改修工事が終了し、

令和６年９月からは６年ぶりに全ての病棟が稼働することとなります。



１ 公益事業

公益事業につきましては、大学の要望を踏まえ、「公益目的支出計画」に

基づき、事業収益をもとに、これまで札幌医科大学「医の知」への支援寄附

事業や院内アメニティー事業等を実施してきておりましたが、収益事業の悪

化から、令和３年度は一時的に事業を停止し、令和４年度は事業を「医の知」

への支援寄附に限定、令和５年度も「医の知」への支援寄附に限定して実施

する予定でしたが、病院からの要望により、「医の知」への支援寄附を予定

よりも縮小して実施して「病院案内ビデオ」を制作し、４月から活用するこ

ととしております。

令和６年度については、８月に病棟改修工事が終了する予定であり、売上

の回復が期待できるものの、新型コロナ感染症に対する措置の解除が見通せ

ないこともあり、状況を見極める必要があるため、「医の知」への支援寄附

に限定して実施したいと考えております。

２ 収益事業

令和６年度の事業の見通しはなかなか難しいものがありますが、職員、学

生等の福利厚生及び患者等病院利用者の快適な院内生活を支援するため、売

店、床頭台システム、自動販売機などの適切な管理運営に努めて参ります。

部門別の事業計画は、次のとおりです。

売 店

◆ ファミリーマート全般

売店につきましては、平成１９年１０月からファミリーマートのフラン

チャイズ店としてコンビニ営業を開始し、本年で１７年目を迎えており、

これまで売上は概ね順調に推移して参りました。

しかしながら、令和２年からの新型コロナウイルス感染症の拡大や病院

改修工事等により、令和２年度から令和４年度までは大幅な売上減少とな

っており、令和５年度については回復の兆しはありますが、新型コロナ感

染症拡大前には及ばない状況となっております。

特に病院店をめぐる経営環境は、少なくとも病棟改修工事が終了する令

和６年度前半期まではこれまでと同様と見込まれることから、売店全体の

売上は多少は上向くものの、引き続き厳しい状況と捉えておりますが、後

半期には工事が終了し、全ての病棟が稼働することになりますので、売上

の向上に向けて、これまでファミリーマートとして培った信用と実績を踏

まえ、ファミリーマート本部との緊密な連携のもと、

〇ニーズの高い商品の発掘・提供と充実した品揃え

〇財団ホームページを活用した効果的な広報活動の展開

〇店舗スペースを有効利用した地場産品等の販売

〇割引シールを活用した廃棄ロスの削減

などを重点的な取組とし、客単価を高めるなど、少しでも売上を確保でき



るよう取り組んで参ります。

また、夜間でも買物をしたいという大学職員等の要望を踏まえ、ファミ

リーマート本部の協力のもと、東北・北海道地区のコンビニエンスストア

で初の導入となるコンビニ商品の自動販売機を、令和６年３月に病院１階

及び３階に試験的に導入しており、令和６年度から本格的に稼働する予定

です。おにぎりやサンドイッチ、スィートなどの軽食の販売が中心となり

ますが、キャッシュレス機能も備えて買物がしやすいものとなっており、

品揃えなど職員や患者等のニーズに応えて参りたいと考えております。

なお、大学における売店契約方法の見直しについては、ファミリーマー

ト本部との連携のもと、プロポーザルとなった場合に予想される評価項目

の洗い出しや、評価項目に対する提案対策に着手しており、今後はプロポ

ーザルを意識した事業づくりを行って参りたいと考えております。

◆ ファミリーマート病院サテライト店

病院サテライト店につきましては、店舗前の供用休憩所の効果もあり、

これまで順調に売上を伸ばしてきておりましたが、令和２年度に新型コロ

ナウイルスの感染拡大防止措置として供用休憩所の座席数が半分以下に抑

制されたことなどにより、新型コロナ感染症拡大前の令和元年度に比べ、

令和２年度及び令和３年度は約６割の売上に止まりましたが、令和４年度

は約８割の売上まで回復して参りました。

令和５年度の見込みとしては、前年度を約１８％近く上回る伸びとなっ

ており、お昼時には供用休憩所前に空席待ちの列が出来るなど、一定程度

回復してきていることから、令和６年度については、座席数を増やして欲

しいという職員等からの要望を踏まえ、新型コロナ感染症の状況を見極め

ながら病院に対して座席数回復の要望を行うなど、さらに売上増を図る取

り組みを行って参りたいと考えております。

◆ ファミリーマート大学サテライト店

大学サテライト店につきましては、令和３年５月末に新店舗を教育研究

棟２階学生ホールに開店して以来、認知度も高まり、売上は順調に推移し

てきております。

令和４年度は前年度に比べ新型コロナウイルスによる影響が少なかった

ことなどから、売上は前年度比約３６％増の大幅な伸びとなりましたが、

令和５年度については新型コロナウイルスの影響は更に少なくなるもの

の、職員数や学生数に大きな変動がないことから、売上の大きな上昇は難

しいものと考えていたところ、約２１％増の見込みとなっており、店舗の

認知度が浸透する余地がまだまだあったものと考えております。令和６年

度においては、そうした余地を見込むのは難しいものと考えておりますが、

職員や学生に喜ばれる商品を提供し、少しでも売上を伸ばすよう取り組ん

で参ります。

◆ 財団の独自事業

ファミリーマートフランチャイズ店としての営業以外に、職員、学生、



患者等病院利用者の幅広いニーズに応えるため、財団の独自事業として、

弁当の巡回販売や新聞･定期刊行物の販売、総合情報センターへの図書の

納品、寝間着等の自動販売機の設置等を行っております。

このうち主要事業の弁当販売につきましては、競合店の増加や弁当離れ

といった食習慣の変化などの様々な要因により、売上は減少傾向にありま

したが、新型コロナウイルス感染症の拡大や病棟改修工事等により利用客

が減少したことに加え、病院内での巡回販売も中止せざるを得なくなった

ことなどから、更に売上は減少してきておりました。

このため、販売向上策として、クオカード等との引換といったポイント

サービスのほか、味に定評のある新規事業者の弁当や有機野菜を使用した

サラダの販売等、経費削減策として仕入数の工夫による廃棄弁当数の削減

等に取り組んで参りました。

弁当販売の売上は平成３０年度から令和４年度まで連続して対前年比二

桁台のマイナスとなる落ち込みとなっておりましたが、令和５年度はこう

した取組に加え、新型コロナウイルス感染症の影響が弱まったことなどか

ら売上も伸び、久しぶりに対前年比プラスとなる見込みとなっています。

しかしながら、仕入費等の経費や人件費を加味しますと、事業単体でみ

ると毎年１００万円を超す赤字となっていることから、令和６年度におい

ては大きな見直しを行うこととし、弁当販売に専従しているパート職員の

状況を踏まえ、赤字の主な要因となっている大学での販売を中止し、病院

２階での販売に集約し効率化を図るとともに、電子マネーを使うことので

きるマルチ決済端末を導入し、売上の伸長や利便性の向上を図って参りま

す。

床頭台システム

ＴＶカードの売上は、平成２８年度から令和４年度まで連続して対前年

度比がマイナスとなっておりますが、これはテレビ離れやスマホ、タブレ

ットによるインターネットの利用増といった構造的な要因のほか、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大や病棟改修工事等の外的な要因が加わったこと

や有料病床の増加によるものと考えております。

令和５年度の売上は病棟改修工事は行われているものの、新型コロナウ

ィルス感染症の影響が少なくなっていくものと考えられたことから、若干

の売上増を見込んでおりましたが、構造的な要因の影響は根強く、前年比

マイナスを見込んでおります。

令和６年度中に病院改修工事は終了いたしますが、今後も構造的な要因

の影響は続くものと見込まれることから、現在の使用時間に応じた課金方

式に代え、一日あたりの使用料金を固定とする日額方式の導入等を検討し

て参りたいと考えております。

また、令和６年９月からは、現在改修工事が行われている北病棟（１１

階～８階）の供用が開始される予定であり、一般病床の床頭台等の新規更

新や、有料病床が設置された場合の床頭台等の整備について取り組んで参

ります。



床頭台事業は令和６年度も引き続き厳しい状況が見込まれますが、大学

における売店契約方法の見直しが検討されている中で、病院にとって不可

欠な床頭台事業は売店事業受注に大きな力となるものと考えており、今後

とも、医大の意向をしっかりと確認しながら適切に対応して参ります。

ランドリー

病棟各診療科及びファミリーハウスに設置しているコインランドリーにつ

いては、これまで同様に２か月に一度洗濯槽クリーニングを実施するほか、

分解掃除、日々の点検により良好な状態を保ち、利用者の利便性の向上に努

めて参ります。

その他サービス

◆ 飲料等自動販売機

飲料等自動販売機については年々売上が減少してきており、特に令和２

年度、３年度は新型コロナウイルス感染症拡大による病棟閉鎖、病棟改修

工事等により大きく落ち込みました。令和４年度は、電子マネー対応機器

への交換等による利便性の向上により下げ止まり、飲料の販売自体は伸び

ておりましたが、自販機事業者からの諸経費高騰に伴う販売手数料の引き

下げにより、収入自体は減少しました。

令和５年度は新型コロナ感染症や工事の影響がより少なく、販売自体が

好調だったことに加え、大手自販機事業者が売上好調により販売手数料を

元に戻したことにより、売上は計画を大きく上回る見込みとなっておりま

す。

令和６年度は８月に病棟改修工事が終了し、閉鎖される病棟が無くなる

ため、一層の売上伸張を見込んでおりますが、引き続き新型機等の導入促

進や取扱商品を市販価格よりも安く販売するなど、利用者へのサービス向

上に努めて参ります。

また、新紙幣が令和６年７月から発行される予定となっておりますので、

円滑に対応できるよう準備を進めて参ります。

◆ 札幌医科大学事務局払出業務（物品コンビニ）

令和３年１０月から、大学の物品購入事務の効率化及び利便性の向上を

図ることを目的として、これまで大学事務局管財課で行っていた事務用品

等の物品の払出業務が財団に委託されました。

令和６年度は委託開始から４年目となることから、スムーズな注文引き

受けや迅速な物品引き渡しに努めるなど、サービスの充実を図り、大学に

おける売店契約方法の見直しに当たってのアピールポイントとなるよう取

り組んで参ります。

◆ その他

職員、学生、患者等病院利用者への各種サービス提供の一環として、公



共料金等の代行収納、収入証紙等の売り捌き、自動車学校、チケット等の

取次ぎ、公衆電話の管理などを引き続き取り扱って参ります。

なお、これまで電報について電報業務代理店として扱って参りましたが、

ＮＴＴが電報業務代理店制度を廃止し、電報業務を扱えないこととなった

ため、電報の需要があった場合にどのように対応していくか、現在検討し

ているところです。

このように、令和６年度においても、新型コロナウイルス感染症に係る措

置は継続される見込みでありますが、病棟改修工事は令和６年８月で終了し、

全ての病棟が稼働することとなりますことから、令和６年度が今後の試金石

になるものととらえ、職員、スタッフ一丸となって頑張って参ります。

３ 役員会等に関する事項

評議員会及び理事会の開催計画は、次のとおりです。

評議員会

○令和６年度第１回評議員会（定時） 令和６年６月中旬

＜予定案件＞

・令和５年度の事業報告及び決算

○令和６年度第２回評議員会（臨時） 令和７年３月下旬

＜予定案件＞

・令和７年度事業計画書及び収支予算書等

理事会

○令和６年度第１回理事会（定例） 令和６年５月下旬

＜予定案件＞

・令和５年度の事業報告及び決算

・評議員会の招集

○令和６年度第２回理事会（定例） 令和６年１１月下旬

＜予定案件＞

・令和６年度上期の事業報告及び決算等

○令和６年度第３回理事会（定例） 令和７年３月中旬

＜予定案件＞

・令和７年度事業計画書及び収支予算書

・評議員会の招集



令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

円 円 円

Ⅰ 一般正味財産の部

1 経常増減の部

(1)  経常収益

① 基本財産運用益 経常収益

 基本財産受取利息 1,000 1,000 0 

② 特定資産運用益

 特定資産受取利息 0 1,000 △ 1,000 

③ 事業収益

  売店事業収益 321,341,000 298,909,000 22,432,000 

  床頭台システム事業収益 27,863,000 30,500,000 △ 2,637,000 

  床頭台ｼｽﾃﾑ受託事業収益 11,080,000 11,500,000 △ 420,000 

  ランドリー事業収益 3,325,000 3,500,000 △ 175,000 

　その他サービス事業収益 24,852,000 12,200,000 12,652,000 

  払出物品受託事業収益 340,000 368,000 △ 28,000 

④ 雑収益

 受取利息収益 100,000 93,000 7,000 

 雑収益 900,000 720,000 180,000 

 経常収益計 389,802,000 357,792,000 32,010,000 

(2) 経常費用 販売費一般管理費

① 事業費

 医学研究奨励助成事業 0 0 

 院内アメニティー事業 0 0 

 寄附事業 1,500,000 1,500,000 0 

 商品仕入費 205,227,000 186,510,000 18,717,000 

 床頭台システム費 1,890,000 7,500,000 △ 5,610,000 

 広告宣伝費 1,200,000 1,200,000 

 販売費 37,131,000 39,067,000 △ 1,936,000 

 退職給付費用 0 0 0 

 役員報酬 4,000 2,000 2,000 

 給料手当 23,584,000 20,869,000 2,715,000 

 賃金 38,620,000 37,847,000 773,000 

 法定福利費 6,207,000 5,208,000 999,000 

 厚生費 5,372,000 5,347,000 25,000 

 通信交通費 525,000 535,000 △ 10,000 

 修繕費 300,000 300,000 0 

 事務用消耗品費 600,000 600,000 0 

 管理諸費 2,890,000 2,890,000 

 図書印刷費 6,800 10,000 △ 3,200 

 会議費 0 0 0 

 保険料 70,000 73,000 △ 3,000 

 地代家賃賃借料 4,943,000 4,413,000 530,000 

 施設使用加算料金 13,866,000 15,830,000 △ 1,964,000 

 租税公課 197,700 70,000 127,700 

 寄付金 70,000 68,000 2,000 

 備品消耗品費 450,000 500,000 △ 50,000 

 交際費 0 30,000 △ 30,000 

 減価償却費 21,542,000 17,264,000 4,278,000 

 雑費 5,000 287,000 △ 282,000 

収支予算書(正味財産ベース)

勘定科目 増　　減前年度予算額令和6年度予算額



円 円

② 管理費

 広告宣伝費 0 0 

 退職給付費用 468,000 676,000 208,000 

 役員報酬 7,496,000 4,598,000 2,898,000 

 給料手当 8,075,000 6,661,000 1,414,000 

 賃金 1,300,000 1,153,000 147,000 

 法定福利費 2,393,000 1,722,000 671,000 

 厚生費 1,460,000 1,153,000 307,000 

 通信交通費 445,000 465,000 △ 20,000 

 修繕費 0 0 0 

 事務用消耗品費 100,000 100,000 0 

 管理諸費 935,000 935,000 

 図書印刷費 1,200 0 1,200 

 会議費 20,000 20,000 0 

 保険料 70,000 70,000 0 

 地代家賃賃借料 1,521,000 1,587,000 △ 66,000 

 施設使用加算料金 542,000 670,000 △ 128,000 

 租税公課 250,000 269,000 △ 19,000 

 備品消耗品費 50,000 50,000 0 

 交際費 30,000 0 30,000 

 減価償却費 0 0 0 

 繰延資産償却費 0 0 0 

 特別修繕引当費 0 0 0 

 雑費 5,000 823,000 △ 818,000 

 経常費用計 391,361,700 363,847,000 27,514,700 

当期経常増減額 △ 1,559,700 △ 6,055,000 4,495,300 

2 経常外増減の部

(1) 経常外収益

① 特別修繕積立金取崩額 0 0 

 経常外収益計 0 0 

(2) 経常外費用

① 固定資産除却損

 建物付属設備除却損 0 0 

② 雑損失

 雑損失 0 0 

 経常外費用計 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 1,559,700 △ 6,055,000 4,495,300 

 一般正味財産期首残高 116,357,000 119,800,000 △ 3,443,000 

 一般正味財産期末残高 114,797,300 113,745,000 1,052,300 

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0 

 指定正味財産期首残高 0 0 0 

 指定正味財産期末残高 0 0 0 

Ⅲ 正味財産期末残高 114,797,300 113,745,000 1,052,300 

勘定科目 増　　減前年度予算額令和6年度予算額



貸 　借 　対　 照　 表 
令和5年3月31日現在

円 円 円

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

 現金 8,088,937 7,660,792 428,145 
 普通預金 26,353,493 37,707,435 △ 11,353,942 
 定期預金 11,555,313 11,555,273 40 
 売掛金 1,702,539 1,868,605 △ 166,066 
 仮払金 11,091,632 10,085,258 1,006,374 
 前払費用
 商品 14,450,803 12,340,230 2,110,573 
 未収入金 3,361,759 3,563,632 △ 201,873 
 証紙等仮払金 3,398,097 3,391,538 6,559 
 貸倒引当金 △ 51,654 △ 56,494 4,840 

流動資産合計 79,950,919 88,116,269 △ 8,165,350 
2 固定資産
(1) 基本財産

  基本財産 45,000,000 45,000,000 
基本財産合計 45,000,000 45,000,000 

(2) 特定資産
 退職給付引当資産 8,184,090 11,931,450 △ 3,747,360 
 特別修繕引当資産 10,000,000 10,000,000 

特定資産合計 18,184,090 21,931,450 △ 3,747,360 
(3) その他の固定資産

 工具器具備品 2 2 
 建物付属設備 8,601,684 9,396,971 △ 795,287 
 リース資産 52,314,490 42,210,720 10,103,770 
 長期前払費用 1,172,838 1,165,363 7,475 
 電話加入権 70,000 70,000 
 出資金 3,000 3,000 

その他固定資産合計 62,162,014 52,846,056 9,315,958 
(4) 繰延資産

 加盟金
繰延資産合計
固定資産合計 125,346,104 119,777,506 5,568,598 
資産合計 205,297,023 207,893,775 △ 2,596,752 

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

 買掛金 1,212,175 2,730,429 △ 1,518,254 
 預り金 2,876,653 174,248 2,702,405 
 未払金 10,773,334 8,618,118 2,155,216 
 仮受金 7,176 96,247 △ 89,071 
 未払消費税等 79,000 2,013,000 △ 1,934,000 
 未払法人税等 70,000 70,000 

流動負債合計 15,018,338 13,702,042 1,316,296 
2 固定負債

 退職給付引当金 8,184,090 11,931,450 △ 3,747,360 
 特別修繕引当金 10,000,000 10,000,000 
 リース債務 52,314,490 42,210,720 10,103,770 

固定負債合計 70,498,580 64,142,170 6,356,410 
負債合計 85,516,918 77,844,212 7,672,706 

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産

指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)

2 一般正味財産 119,780,105 130,049,563 △ 10,269,458 
正味財産合計 119,780,105 130,049,563 △ 10,269,458 
(うち基本財産への充当額) 45,000,000 45,000,000 
(うち特定資産への充当額)
負債及び正味財産合計 205,297,023 207,893,775 △ 2,596,752 

勘定科目 増　　減前年度当年度



貸 　借 　対　 照　 表 
令和4年3月31日現在

円 円 円

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

 現金 7,660,792 6,429,045 1,231,747 
 普通預金 37,707,435 51,488,340 △ 13,780,905 
 定期預金 11,555,273 11,555,260 13 
 売掛金 1,868,605 1,082,358 786,247 
 仮払金 10,085,258 12,162,496 △ 2,077,238 
 前払費用
 商品 12,340,230 13,780,984 △ 1,440,754 
 未収入金 3,563,632 2,621,690 941,942 
 証紙等仮払金 3,391,538 2,705,965 685,573 
 貸倒引当金 △ 56,494 △ 39,262 △ 17,232 

流動資産合計 88,116,269 101,786,876 △ 13,670,607 
2 固定資産
(1) 基本財産

  基本財産 45,000,000 45,000,000 
基本財産合計 45,000,000 45,000,000 

(2) 特定資産
 退職給付引当資産 11,931,450 11,572,690 358,760 
 特別修繕引当資産 10,000,000 16,300,000 △ 6,300,000 

特定資産合計 21,931,450 27,872,690 △ 5,941,240 
(3) その他の固定資産

 工具器具備品 2 7 △ 5 
 建物付属設備 9,396,971 4,797,071 4,599,900 
 リース資産 42,210,720 53,209,440 △ 10,998,720 
 長期前払費用 1,165,363 1,145,831 19,532 
 電話加入権 70,000 70,000 
 出資金 3,000 3,000 

その他固定資産合計 52,846,056 59,225,349 △ 6,379,293 
(4) 繰延資産

 加盟金
繰延資産合計
固定資産合計 119,777,506 132,098,039 △ 12,320,533 
資産合計 207,893,775 233,884,915 △ 25,991,140 

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

 買掛金 2,730,429 2,075,709 654,720 
 預り金 174,248 328,160 △ 153,912 
 未払金 8,618,118 8,815,222 △ 197,104 
 仮受金 96,247 82,353 13,894 
 未払消費税等 2,013,000 230,300 1,782,700 
 未払法人税等 70,000 70,000 

流動負債合計 13,702,042 11,601,744 2,100,298 
2 固定負債

 退職給付引当金 11,931,450 11,572,690 358,760 
 特別修繕引当金 10,000,000 16,300,000 △ 6,300,000 
 リース債務 42,210,720 53,209,440 △ 10,998,720 

固定負債合計 64,142,170 81,082,130 △ 16,939,960 
負債合計 77,844,212 92,683,874 △ 14,839,662 

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産

指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)

2 一般正味財産 130,049,563 141,201,041 △ 11,151,478 
正味財産合計 130,049,563 141,201,041 △ 11,151,478 
(うち基本財産への充当額) 45,000,000 45,000,000 
(うち特定資産への充当額)
負債及び正味財産合計 207,893,775 233,884,915 △ 25,991,140 

勘定科目 増　　減前年度当年度



貸 　借 　対　 照　 表 
令和3年3月31日現在

円 円 円

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

 現金 6,429,045 7,080,407 △ 651,362 
 普通預金 51,488,340 73,172,456 △ 21,684,116 
 定期預金 11,555,260 11,555,088 172 
 売掛金 1,082,358 1,044,390 37,968 
 仮払金 12,162,496 13,213,483 △ 1,050,987 
 前払費用
 商品 13,780,984 14,720,868 △ 939,884 
 未収入金 2,621,690 2,468,918 152,772 
 証紙等仮払金 2,705,965 2,727,916 △ 21,951 
 貸倒引当金 △ 39,262 △ 37,942 △ 1,320 

流動資産合計 101,786,876 125,945,584 △ 24,158,708 
2 固定資産
(1) 基本財産

  基本財産 45,000,000 45,000,000 
基本財産合計 45,000,000 45,000,000 

(2) 特定資産
 退職給付引当資産 11,572,690 10,812,450 760,240 
 特別修繕引当資産 16,300,000 16,300,000 

特定資産合計 27,872,690 27,112,450 760,240 
(3) その他の固定資産

 工具器具備品 7 16,546 △ 16,539 
 建物付属設備 4,797,071 5,493,128 △ 696,057 
 リース資産 53,209,440 45,154,080 8,055,360 
 長期前払費用 1,145,831 1,284,000 △ 138,169 
 電話加入権 70,000 70,000 
 出資金 3,000 3,000 

その他固定資産合計 59,225,349 52,020,754 7,204,595 
(4) 繰延資産

 加盟金
繰延資産合計
固定資産合計 132,098,039 124,133,204 7,964,835 
資産合計 233,884,915 250,078,788 △ 16,193,873 

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

 買掛金 2,075,709 2,343,977 △ 268,268 
 預り金 328,160 1,316,069 △ 987,909 
 未払金 8,815,222 8,152,919 662,303 
 仮受金 82,353 20,781 61,572 
 未払消費税等 230,300 2,472,100 △ 2,241,800 
 未払法人税等 70,000 4,903,100 △ 4,833,100 

流動負債合計 11,601,744 19,208,946 △ 7,607,202 
2 固定負債

 退職給付引当金 11,572,690 10,812,450 760,240 
 特別修繕引当金 16,300,000 16,300,000 
 リース債務 53,209,440 45,154,080 8,055,360 

固定負債合計 81,082,130 72,266,530 8,815,600 
負債合計 92,683,874 91,475,476 1,208,398 

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産

指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)

2 一般正味財産 141,201,041 158,603,312 △ 17,402,271 
正味財産合計 141,201,041 158,603,312 △ 17,402,271 
(うち基本財産への充当額) 45,000,000 45,000,000 
(うち特定資産への充当額)
負債及び正味財産合計 233,884,915 250,078,788 △ 16,193,873 

勘定科目 増　　減前年度当年度



貸 　借 　対　 照　 表 
令和2年3月31日現在

円 円 円

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

 現金 7,080,407 7,215,302 △ 134,895 
 普通預金 73,172,456 69,819,771 3,352,685 
 定期預金 11,555,088 11,554,996 92 
 売掛金 1,044,390 1,594,082 △ 549,692 
 仮払金 13,213,483 12,974,500 238,983 
 前払費用
 商品 14,720,868 11,924,873 2,795,995 
 未収入金 2,468,918 2,654,765 △ 185,847 
 証紙等仮払金 2,727,916 2,903,719 △ 175,803 
 貸倒引当金 △ 37,942 △ 44,872 6,930 

流動資産合計 125,945,584 120,597,136 5,348,448 
2 固定資産
(1) 基本財産

  基本財産 45,000,000 45,000,000 
基本財産合計 45,000,000 45,000,000 

(2) 特定資産
 退職給付引当資産 10,812,450 9,160,220 1,652,230 
 特別修繕引当資産 16,300,000 12,300,000 4,000,000 

特定資産合計 27,112,450 21,460,220 5,652,230 
(3) その他の固定資産

 工具器具備品 16,546 33,184 △ 16,638 
 建物付属設備 5,493,128 6,257,694 △ 764,566 
 リース資産 45,154,080 33,924,240 11,229,840 
 長期前払費用 1,284,000 1,365,444 △ 81,444 
 電話加入権 70,000 70,000 
 出資金 3,000 3,000 

その他固定資産合計 52,020,754 41,653,562 10,367,192 
(4) 繰延資産

 加盟金
繰延資産合計
固定資産合計 124,133,204 108,113,782 16,019,422 
資産合計 250,078,788 228,710,918 21,367,870 

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

 買掛金 2,343,977 2,258,040 85,937 
 預り金 1,316,069 1,727,451 △ 411,382 
 未払金 8,152,919 8,607,797 △ 454,878 
 仮受金 20,781 87,239 △ 66,458 
 未払消費税等 2,472,100 △ 627,700 3,099,800 
 未払法人税等 4,903,100 4,649,200 253,900 

流動負債合計 19,208,946 16,702,027 2,506,919 
2 固定負債

 退職給付引当金 10,812,450 9,160,220 1,652,230 
 特別修繕引当金 16,300,000 12,300,000 4,000,000 
 リース債務 45,154,080 33,924,240 11,229,840 

固定負債合計 72,266,530 55,384,460 16,882,070 
負債合計 91,475,476 72,086,487 19,388,989 

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産

指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)

2 一般正味財産 158,603,312 156,624,431 1,978,881 
正味財産合計 158,603,312 156,624,431 1,978,881 
(うち基本財産への充当額) 45,000,000 45,000,000 
(うち特定資産への充当額)
負債及び正味財産合計 250,078,788 228,710,918 21,367,870 

勘定科目 増　　減前年度当年度



貸 　借 　対　 照　 表 
平成31年3月31日現在

円 円 円

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

 現金 7,215,302 7,971,354 △ 756,052 
 普通預金 69,819,771 54,382,818 15,436,953 
 定期預金 11,554,996 11,554,824 172 
 売掛金 1,594,082 1,484,532 109,550 
 仮払金 12,974,500 14,596,219 △ 1,621,719 
 前払費用
 商品 11,924,873 12,731,918 △ 807,045 
 未収入金 2,654,765 2,535,642 119,123 
 証紙等仮払金 2,903,719 3,187,810 △ 284,091 
 貸倒引当金 △ 44,872 △ 44,221 △ 651 

流動資産合計 120,597,136 108,400,896 12,196,240 
2 固定資産
(1) 基本財産

  基本財産 45,000,000 45,000,000 
基本財産合計 45,000,000 45,000,000 

(2) 特定資産
 退職給付引当資産 9,160,220 10,298,200 △ 1,137,980 
 特別修繕引当資産 12,300,000 9,300,000 3,000,000 

特定資産合計 21,460,220 19,598,200 1,862,020 
(3) その他の固定資産

 工具器具備品 33,184 54,925 △ 21,741 
 建物付属設備 6,257,694 6,731,672 △ 473,978 
 リース資産 33,924,240 33,924,240 
 長期前払費用 1,365,444 1,764,000 △ 398,556 
 電話加入権 70,000 70,000 
 出資金 3,000 3,000 

その他固定資産合計 41,653,562 8,623,597 33,029,965 
(4) 繰延資産

 加盟金
繰延資産合計
固定資産合計 108,113,782 73,221,797 34,891,985 
資産合計 228,710,918 181,622,693 47,088,225 

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

 買掛金 2,258,040 2,876,833 △ 618,793 
 預り金 1,727,451 1,648,494 78,957 
 未払金 8,607,797 4,739,065 3,868,732 
 仮受金 87,239 123,737 △ 36,498 
 未払消費税等 △ 627,700 1,470,500 △ 2,098,200 
 未払法人税等 4,649,200 1,020,700 3,628,500 

流動負債合計 16,702,027 11,879,329 4,822,698 
2 固定負債

 退職給付引当金 9,160,220 10,298,200 △ 1,137,980 
 特別修繕引当金 12,300,000 9,300,000 3,000,000 
 リース債務 33,924,240 33,924,240 

固定負債合計 55,384,460 19,598,200 35,786,260 
負債合計 72,086,487 31,477,529 40,608,958 

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産

指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)

2 一般正味財産 156,624,431 150,145,164 6,479,267 
正味財産合計 156,624,431 150,145,164 6,479,267 
(うち基本財産への充当額) 45,000,000 45,000,000 
(うち特定資産への充当額)
負債及び正味財産合計 228,710,918 181,622,693 47,088,225 

勘定科目 増　　減前年度当年度



貸 　借 　対　 照　 表 
平成30年3月31日現在

円 円 円

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

 現金 7,971,354 6,779,158 1,192,196 
 普通預金 54,382,818 58,039,385 △ 3,656,567 
 定期預金 11,554,824 11,554,732 92 
 売掛金 1,484,532 1,454,727 29,805 
 仮払金 14,596,219 13,764,569 831,650 
 前払費用
 商品 12,731,918 13,372,674 △ 640,756 
 未収入金 2,535,642 2,660,116 △ 124,474 
 証紙等仮払金 3,187,810 4,009,772 △ 821,962 
 貸倒引当金 △ 44,221 △ 46,085 1,864 

流動資産合計 108,400,896 111,589,048 △ 3,188,152 
2 固定資産
(1) 基本財産

  基本財産 45,000,000 45,000,000 
基本財産合計 45,000,000 45,000,000 

(2) 特定資産
 退職給付引当資産 10,298,200 8,115,320 2,182,880 
 特別修繕引当資産 9,300,000 12,900,000 △ 3,600,000 

特定資産合計 19,598,200 21,015,320 △ 1,417,120 
(3) その他の固定資産

 工具器具備品 54,925 84,754 △ 29,829 
 建物付属設備 6,731,672 3,472,986 3,258,686 
 リース資産 7,538,500 △ 7,538,500 
 長期前払費用 1,764,000 1,680,000 84,000 
 電話加入権 70,000 70,000 
 出資金 3,000 3,000 

その他固定資産合計 8,623,597 12,849,240 △ 4,225,643 
(4) 繰延資産

 加盟金
繰延資産合計
固定資産合計 73,221,797 78,864,560 △ 5,642,763 
資産合計 181,622,693 190,453,608 △ 8,830,915 

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

 買掛金 2,876,833 3,786,765 △ 909,932 
 預り金 1,648,494 2,120,935 △ 472,441 
 未払金 4,739,065 4,964,034 △ 224,969 
 仮受金 123,737 65,878 57,859 
 未払消費税等 1,470,500 2,453,100 △ 982,600 
 未払法人税等 1,020,700 557,600 463,100 

流動負債合計 11,879,329 13,948,312 △ 2,068,983 
2 固定負債

 退職給付引当金 10,298,200 8,115,320 2,182,880 
 特別修繕引当金 9,300,000 12,900,000 △ 3,600,000 
 リース債務 7,538,500 △ 7,538,500 

固定負債合計 19,598,200 28,553,820 △ 8,955,620 
負債合計 31,477,529 42,502,132 △ 11,024,603 

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産

指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)

2 一般正味財産 150,145,164 147,951,476 2,193,688 
正味財産合計 150,145,164 147,951,476 2,193,688 
(うち基本財産への充当額) 45,000,000 45,000,000 
(うち特定資産への充当額)
負債及び正味財産合計 181,622,693 190,453,608 △ 8,830,915 

勘定科目 増　　減前年度当年度
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